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1. はじめに

日本の沿岸部には，砂州地形（砂州および浜堤）が普遍的に分布する。これらは，完

新世における海面変化に対応して発達してきた。完新世前半の海面上昇期には，内陸側

に向かって砂州が発達していったのに対して，完新世後半の海面低下期には，浜堤が海

側に付加する形で発達した（Matsubara，1988；松原，1989）。また，こうした発達過程

は，現在の砂州地形およびその周辺部の形態にかかわらず，共通したものであることが

明らかにされている（松原，2000；Matsubara，2002）。

一方，日本の海岸低地は縄文時代以降，人間活動の中心的な場であり，完新世におけ

る地形環境の変化は，人間活動に大きな影響を及ぼしてきたものと推定される。松原

（2000），Matsubara（2003）は，駿河湾沿岸低地において，砂州地形の発達に伴って人間

活動の場が移動する過程を明らかにした。

本研究は，顕著な砂州地形の発達が見られ，しかも低地遺跡が多く分布する浜松低地

を対象にして，砂州地形と人間活動との関係を考察することを目的とする。本報告では，

砂州間の堤間湿地ないしは砂州の縁辺部に立地する4つの遺跡（梶子遺跡，梶子北遺跡，

中村遺跡，東前遺跡）の発掘調査の際に行った地形・地質調査の結果，および絶対年代

測定結果に基づいて，それぞれの遺跡の立地環境を明らかにする。

浜松低地は，浜名湖東側の三方原台地の南に広がり，6列の砂州地形（内陸側から順に

砂州 I～VI）が分布することで特徴づけられる。砂州地形は，低地の東部では6列が明瞭

に区別できるが，西部では砂州IIの連続性が見られなくなり，砂州IIIから砂州Vまでの境

界が不明瞭になる。さらに，浜名湖の湖口付近では3列の砂州地形に収斂する（図1）。
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図1 浜松低地調査地域図

遺跡分布は，静岡県教育委員会（1989）および浜松市博物館（1996）による。



低地西部の砂州 Iと砂州 IIIの間には水域が広がり，周辺には養魚場が密集する。また

低地全体では，砂州Vと現在の海岸沿いに発達する砂州VIとの間の後背湿地にも養魚場

が分布する。

浜松低地の地質は，全体に砂質堆積物（砂ないし砂礫）が主体であり，これらは砂州

地形の構成層と考えられる。ただし，表層付近（標高約－5m以浅）では，後背湿地を中

心にして泥炭質のシルト・粘土層が分布する（松原，2001）。

浜名湖およびその沿岸では，湖口部の湖底を中心に縄文時代の遺跡が発見されている。

また，湖口西側の砂州上には，古墳時代と歴史時代の遺跡が多く分布する。一方，浜松

低地においては，縄文時代の遺跡分布は，砂州 Iおよび砂州 I―砂州 II間の低湿地上に限

定される。また弥生時代の遺跡は，砂州 I，IIIおよびこれらの堤間湿地に分布する。さら

に古墳時代と歴史時代の遺跡は，砂州IからVの上に分布している（図1）。

今回，調査対象とした4つの遺跡は，梶子遺跡（地点Kj－1，2，3）が砂州 I－砂州 II

間の低湿地，梶子北遺跡（地点Kjk－1，2），中村遺跡（地点Nk－1），東前遺跡（地点

Hm－1）が砂州Iの海側の縁辺部に，それぞれ位置している（図1）。

2. 梶子遺跡

梶子遺跡は，三方原台地南縁に発達する砂州 Iの南方に位置し，砂州 IIとの間の低湿地

上に立地する（図1）。本遺跡からは，弥生時代中期から平安時代までの遺物・遺構が見

つかっている（浜松市博物館，1994）。

本遺跡では，2001年度から2002年度に行われた10次発掘調査において，3箇所（地点

Kj－1，2，3）で地形・地質調査を行った（図2）。

（1）地点Kj－1の層序区分

本地点は，梶子遺跡JR10C地区の発掘調査地域にあたり，2002年3月4日に地層観察な

らびに試料採取を行った。なお，試料採取は東西方向のトレンチの北側壁面で行った。

本地点の堆積物は，上から順にI～VI層に区分できる（図3）。

I層（＋0.79～＋0.16ｍ）：グライ化した淡灰色の粘土である。

II層（＋0.16～－0.04ｍ）：淡灰色粘土で，植物遺体を含む。

III層（－0.04～－0.23ｍ）：植物遺体をまじえる暗灰色粘土である。
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図2 梶子遺跡・梶子北遺跡・中村遺跡位置図

A－A’，B－B’，C－C’は断面線の位置を示す。
浜松市博物館（1997）に加筆。



IV層（－0.23～－0.50ｍ）：黒色粘土で植物遺体を含む。－0.40m付近には，軽石質の砂

が含まれる。

V層（－0.50～－0.54ｍ）：淡灰色の粘土で，トレンチの東側ほど厚くなる。

VI層（－0.54～－1.65ｍ以深）：－0.54～－1.29mは泥炭質の淡灰色中～細砂で，地下水

の帯水層になっている。－1.29～－1.55ｍは淡灰色粘土で，泥炭を含む。－1.55～

－1.65ｍは，泥炭をまじえる淡灰色の中～細砂である。－1.65ｍ以深には，泥炭質の

粘土が堆積している。
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図3 梶子遺跡における地質層序区分

各地点の位置は図2に示す。



（2）地点Kj－2の層序区分

本地点の調査は，梶子遺跡JR10B地区の発掘調査地域にあたり，2001年11月29日に地

層観察ならびに試料採取を行った。なお，試料採取は2つのトレンチのうち北側（トレン

チA）の南側壁面で行った。

本地点の堆積物は，上から順にI～VII層に区分される（図3）。

I層（標高＋0.58～－0.22ｍ）：淡褐灰色の粘土で，植物遺体をまじえる。

II層（－0.22～－0.41ｍ）：植物遺体を含む灰色の粘土である。

III層（－0.41～－0.99m）：－0.41～－0.50ｍは暗灰色粘土と淡褐色粘土の互層で，共に

植物遺体をまじえる。－ 0.50～－ 0.64ｍは，やや砂質の黒色粘土で植物遺体を含

む。－0.64～－0.76ｍは，黒色の砂質粘土で泥炭をまじえる。－0.76～－0.99ｍは，砂

混じりの黒色泥炭である。－0.81ｍ付近の泥炭に含まれる植物片について絶対年代測

定を行った結果，2,618±28yr BPが得られた（今回得られた絶対年代測定値は，表1に

まとめた）。

IV層（－0.99～－1.44ｍ）：－0.99～－1.17ｍは黒褐色の泥炭であり，－1.17～－1.29ｍ

は黒灰色の泥炭である。－1.29～－1.44ｍは淡黄褐色の泥炭で，細砂サイズの軽石を

含む。本層中の－1.41ｍの泥炭の絶対年代値は，4,010±29yr BPであった。
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表1 浜松低地で得られた 14C年代測定値

半減期は5,568年を用いた。



V層（－1.44～－1.74ｍ）：植物遺体を含む淡灰色の粘土である。

VI層（－1.74m～－3.24ｍ）：黒灰色の粘土で泥炭を含む。本層の－1.82ｍ付近の泥炭の

絶対年代測定値は，5,040±31yr BPであった。

VII層（－3.24ｍ以深）：暗灰色の中～細砂で，地下水の帯水層である。

（3）地点Kj－3の層序区分

本地点は，梶子遺跡JR10A地区の発掘調査地域にあたり，2002年8月6日に地層観察な

らびに試料採取を行った。なお，試料採取は東西方向のトレンチの南側壁面で行った。

本地点の堆積物は，上から順にI～VI層に区分される（図3）。

I層（＋0.69～＋0.52ｍ）：淡灰色のシルトで，グライ化している。

II層（＋0.52～+0.37ｍ）：淡灰色のシルトで，ややグライ化している。

III層（＋0.37～＋0.28ｍ）：灰色のシルトである。

IV層（＋ 0.28～＋ 0.04m）：＋ 0.28～＋ 0.18mは，灰色のシルトである。＋ 0.18～

＋0.15mは植物遺体を含む黒色粘土で，軽石をまじえる。＋0.15～＋0.04ｍは暗灰色粘

土と淡灰色粘土との互層で，共に泥炭を含む。

V層（＋0.04～－0.11ｍ）：泥炭混じりの淡灰色粘土である。

VI層（－0.11～－0.50ｍ）：－0.11～－0.30ｍは泥炭混じりの灰色粘土で，やや砂質で

ある。－0.30～－0.36ｍは砂混じりの暗灰色粘土で，泥炭をわずかに含む。－0.36～

－0.50ｍは粘土混じりの暗灰色粗～中砂で，泥炭をわずかに含んでいる。

（4）梶子遺跡の地質層序と堆積環境

地点Kj－1，2，3における堆積物の特徴から，各地点の I層からVI層までを，それぞれ

対比することができる。また各層の堆積環境は，以下のように推定される。

I層および II層は，植物遺体をまじえる淡灰色のシルト・粘土層で，グライ化している

ことから，水田耕作が行われていた時期の堆積物と推定できる。

III層は，植物遺体を含む暗灰色ないし灰色のシルト・粘土層であり，地点Kj－2で得

られた年代値（2,618±28yrBP）から，およそ2600年前の湿地性の堆積物と考えられる。

IV層は，黒色の泥炭あるいは泥炭質粘土が主体であり，湿地性堆積物と考えられる。

本層の特徴は，軽石または軽石質砂を含む点である。同様の軽石は，梶子遺跡9次調査の

際にも，ほぼ同一層準から見つかっており，屈折率の測定結果から，およそ 2700～

―41―

浜松低地に分布する遺跡の立地環境



3000yrBPに伊豆半島の天城カワゴ平

火山から噴出したカワゴ平軽石

（KgP）と判定されている（古環境研

究所，1994）。またKgPは，梶子遺

跡の南側に分布する伊場遺跡でも確

認されており（加藤，1979；増島，

1979），浜松低地に広く分布してい

るものと推定される。したがって，

本層中の軽石もKgPである可能性が

高い。ただし，地点Kj－2で IV層か

ら得られた年代測定値（4,010±

29yrBP）は，KgPの降下年代よりも

1000年ほど古い。この矛盾について

は，今後，軽石の同定結果などに基

づいて検討する。

V層は，泥炭混じりの淡灰色の粘

土層であり，上位および下位の泥炭

質堆積物に比べて色調が明るいのが

特徴的である。本層に関しては，湿

地に一時的に河川水が流入するよう

な環境の堆積物である可能性が考え

られる。

VI層は，泥炭質の粘土と砂を主体とした堆積物である。地点Kj－1では，特に砂の含

有量が多い。本地点に近いNo.8の地質ボーリング試料によれば，VI層に対比される砂ま

じりの泥炭質層が標高約－5mまで確認される（図4）。本層の堆積時期については，地点

Kj－2において，本層上部から絶対年代値5,040±31yrBPが得られた。また，古環境研究

所（1994）が行った梶子遺跡9次調査での花粉化石分析結果によると，本層に対比される

泥炭層の最下部からイネ科，カヤツリグサ科のほか，ガマ属－ミクリ属の草本花粉化石

が多く産出している。このことから，本層は湿地環境の堆積物と考えられ，本層中に含

まれる砂の起源は，河川の流入によるものか，海側に形成されていた砂州 IIからの流れ
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図4 梶子遺跡付近の地点No.7，No.8の地質柱状図

地点の位置は図2に示す。
凡例は図3と同じ。



込みのいずれかである可能性が高い。

地点Kj－2のみで確認されたVII層は，暗灰色の砂層であるが，上位の堆積物のように

湿地環境を示す植物遺体は含まない。また，本地点に近いNo.7の地質ボーリング資料に

よれば，標高およそ－3m以深に厚さ約4mの砂層が認められ，この砂層はVII層と対比す

ることができる（図4）。この砂層の下位には，湿地性堆積物は見られない。梶子遺跡9

次調査の際に，ほぼ同一層準の砂層の粒度分析を行った結果によれば，この砂は砂丘砂

で，南側の砂州からの流れ込みと推定されている（加藤，1994）。しかし，この砂層の分

布を見ると，梶子遺跡およびその周辺に広く堆積していることから（図5～図7の礫混じ

り砂層），砂州堆積物そのものである可能性が高い。したがって，砂州 Iと砂州 IIとの間
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図5 梶子遺跡A－A’地質断面図

断面線の位置は図2に示す。



に埋没砂州が存在することも考えられる。今後，砂層上面高度の分布を詳細に調査する

ことで，この点が明確になろう。

梶子遺跡9次調査では，このVII層に対比される砂層直上の泥炭層，すなわちVI層最下

部の絶対年代値として6,090±10yrBPが得られている（古環境研究所，1994）。このこと

から，本地域が湿地環境になったのは，およそ6000年前までさかのぼり，この時期には

すでに海側の砂州 IIが離水して背後を完全に閉塞していたものと推定される。したがっ

て，砂州 Iの形成時期は，これよりも前までさかのぼることになる。浜名湖における砂州

Iの形成開始時期がおよそ8000年前で，完成時期が約7000年前であると推定されている

―44―

図6 梶子遺跡B－B’地質断面図

断面線の位置は図2に示す。
凡例は図5と同じ。



ことから（松原，2000；2001），浜松低地においても砂州 Iは，8000～7000年前に形成さ

れた可能性がある。

（5）砂州堆積物の基盤

図5～図7は，梶子遺跡とその周辺のボーリング資料に基づいて描いた地質断面図であ

る。ここでは，堆積物は未固結の砂やシルト・粘土が主体であるが，標高－10m付近よ

りも下位には，固く締まった砂礫層とN値が30以上のシルト・粘土層が厚く堆積してい

ることが確認された。これらは，三方原台地を構成する更新統であると推定される。更
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図7 梶子遺跡C－C’地質断面図

断面線の位置は図2に示す。
凡例は図5と同じ。



新統の上面高度の分布を見

ると，東西方向の断面図で

は明瞭な平坦面が認められ

る（図 6，7）。また南北方

向の断面図では，更新統上

面は南に傾斜している

（図 5）。この形態から判断

して，この平坦面は埋没海

食台である可能性が高い。

したがって，本地域では，

三方原台地の前面に形成さ

れた海食台の上に砂州地形

が形成されてきたものと推

定される。同様のことは，

駿河湾や相模湾沿岸の低地

でも確認されている。すな

わち，駿河湾西岸の榛原低

地では約－ 5mに，相模川

下流低地では約－ 10mに，

それぞれ埋没海食台が分布

し，これらが砂州地形の土

台になっていることが明ら

かにされている（松原，2000）。

3. 梶子北遺跡

梶子北遺跡は，梶子遺跡の北西側に位置し，三方原台地南縁の砂州 Iの縁辺部にあたる

（図1）。本遺跡からは，縄文時代前期から平安時代までの遺物・遺構が見つかっている

（浜松市博物館，1997）。

本遺跡では，1999年度から2000年度に行われた発掘調査において，2箇所（地点Kjk－
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図8 梶子北遺跡における地質層序区分

地点の位置は図2に示す。
凡例は図3と同じ。



1，2）で地形・地質調査を行った（図2）。

（1）地点Kjk－1の層序区分

本地点の地層観察ならびに試料採取は，2000年1月26日に行った。

本地点では，＋2.89 ～＋0.90mの盛土よりも下位の堆積物を，上から順にI～III層に区

分することができる（図8）。

I層（＋0.90～＋0.75ｍ）：淡灰色のグライ化した土壌である。

II層（＋0.75～＋0.09ｍ）：暗灰色の泥炭質粘土で砂をまじえる。本層下部の＋0.15ｍ付

近に含まれていた炭化物と泥炭の絶対年代測定を行った結果，それぞれ1,470±20 yr

BPと，3,200±20yrBPが得られた。本層の上部からは平安および奈良時代の遺物が発

見されている。また，本層下部からは弥生時代の土器片が見つかっている。

III層（＋0.09ｍ以深）：やや粘土質の細砂である。

（2）地点Kjk－2の層序区分

本地点の地層観察ならびに試料採取は，2000年10月18日に行った。

本地点では，＋1.07～＋0.94ｍの盛土よりも下位の堆積物を，上から順にI～III層に区

分することができる（図8）。

I層（＋0.94～＋0.64ｍ）：泥炭を含む黒色のシルト質細砂であるが，上部ほどシルトの

含有量が多い。本層の3層準で，次の絶対年代測定値が得られた。＋0.89ｍ付近の泥炭

は2,314±23yr BP，＋0.79ｍ付近の泥炭は2,418±22yr BP，＋0.69ｍ付近の泥炭は

2,430±22yr BPであった。

II層（＋0.64～＋0.42ｍ）：黒色の泥炭質粘土である。本層中の＋0.59ｍ付近の泥炭の絶

対年代値は2,723±22yr BP，＋0.47ｍ付近の泥炭は2,946±23yr BPであった。

III層（＋0.42m以深）：淡灰色の粘土である。

（3）梶子北遺跡の地質層序と堆積環境

地点Kjk－1とKjk－2のI層からIII層は，それぞれ対比できる。

I層と II層は共に泥炭質であることから，湿地環境の堆積物と推定できる。地点Kjk－2

において，泥炭層をほぼ10cmおきに測定した5点の年代値から，泥炭層の平均堆積速度

はおよそ0.7mm／yrと推定される。
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地点Kjk－1において，II層下部から得られた2つの年代値

がくいちがっていることについては，地点Kjk－2の複数の年

代値との比較，および II層下部から弥生時代の土器片が見つ

かっていることから，泥炭の年代値である3,200±22yrBPの方

が妥当であると考えられる。一方の年代値1,470±20yrBPが得

られた炭化物については，サンプリングの際に他から混入し

た可能性も考えられる。

III層は，層相（特に色調）の特徴と堆積の推定年代（およ

そ3000年前）から,梶子遺跡におけるV層に対比され，湿地に

一時的に河川水が流入するような環境が推定される。

4. 中村遺跡（地点Nk－1）の
地質層序と堆積環境

中村遺跡は，梶子遺跡の北東側に位置し，三方原台地南縁

に発達する砂州Iの縁辺部にあたる（図1）。

地点Nk－1は，2002年度のD地区発掘調査地域にあたり，

2002年12月18日に地層観察ならびに試料採取を行った（図

2）。

本地点の堆積物は，上から順にI～VII層に区分される（図9）。

I層（＋0.40～＋0.14ｍ）：植物遺体をまじえる粘土である。

II層（＋0.14～－0.23ｍ）：泥炭混じりの淡灰色粘土である。

III層（－0.23～－0.44ｍ）：灰色～暗灰色の粘土で，泥炭をまじえる。

IV層（－0.44～－0.90ｍ）：泥炭を含む黒色粘土である。

V層（－0.90～－1.11ｍ）：泥炭を含む淡灰色粘土である。

VI層（－1.11～－2.08ｍ）：－1.11～－1.29ｍの堆積物は黒灰色の粘土で，泥炭をまじ

える。－1.29～－2.08ｍの堆積物は泥炭を含む暗灰色の粘土であるが，下部ほど色調

が明るくなり，砂を含むようになる。

VII層（－2.08ｍ以深）：暗灰色の砂層である。
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図9 中村遺跡における

地質層序区分

凡例は図 3 と同
じ。



I層からVI層までは，いずれも泥炭質の堆積物で，沼沢

地・湿地環境で堆積したものであると推定される。またVII

層の砂層については，厚さおよび周辺地域での分布が明確で

ないので，砂州堆積物の一部であるのか，河川起源の堆積物

であるのかは，現時点では判断できない。

5. 東前遺跡（地点Hm－1）の
地質層序と堆積環境

東前遺跡は，梶子遺跡の西方約5kmに位置し，三方原台地

南縁の砂州 Iの縁辺部にあたる（図1）。本遺跡からは，弥生

時代後期以降の土器が見つかっている。

地点Hm－1は，2000年度に行われた発掘調査地域にあた

り，2001年2月22日に地層観察ならびに試料採取を行った。

本地点の＋1.70～＋0.40ｍの盛土よりも下位の堆積物は，

上から順にI～IX層に区分される（図10）。

I層（＋0.40～＋0.28ｍ）：グライ化した褐色粘土で，明治時

代の水田耕作土である。

II層（＋0.28～－0.05ｍ）：＋0.28～＋0.15ｍの堆積物は，

植物遺体を少量含む黒色の粘土であり，砂をまじえる。

＋0.15～－0.05ｍは，砂混じりの黒色砂質粘土である。

III層（－0.05～－0.35ｍ）：－0.05～－0.18ｍの堆積物は黒

色の泥炭質粘土で，砂を含む。－0.18～－0.35ｍは黒色の

泥炭質粘土で，淡灰色の砂とシルトをはさむ。本層中から

は，古墳時代の土器片が発見されている。

IV層（－0.35～－0.63ｍ）：黒色の砂質粘土で，泥炭を含

む。

V層（－0.63～－0.73ｍ）：－0.63～－0.66ｍの堆積物は，

泥炭を含む暗褐色のシルト質砂である。－0.66～－0.73ｍは淡灰色の中～細砂で，植

物遺体を含んでいる。
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図10 東前遺跡におけ

る地質層序区分

凡例は図 3 と同
じ。



VI層（－0.73～－0.81ｍ）：黒灰色の泥炭質シルトで，砂を少量まじえる。

VII層（－0.81～－1.10ｍ）：灰色の細砂である。本層中からは弥生時代後期の土器片が

見つかっている。

VIII層（－1.10～－1.46ｍ）：暗褐灰色の粘土で，植物遺体を含む。

IX層（－1.46ｍ以深）：青灰色の中砂である。本層は，II層からVII層までの砂質堆積物

とは異なり，植物遺体をほとんど含まない。

II層からVIII層までは全体に泥炭質のシルト・粘土層であり，沼沢地・湿地性の堆積物

と考えられる。これに対して，IX層は海成砂もしくは砂丘砂であると推定され，砂州堆

積物起源と考えられる。地点Hm－1のトレンチ床面の観察で，IX層が北東－南西方向に

分布し，その上面が南東側に傾斜していることが確認された。

また，本地点から300mほど西側の地点で表層の試掘を行った結果，IX層に対比される

暗灰色～青灰色の細・中砂層が，少なくとも1m以上の厚さで堆積していることが確かめ

られた。

以上のことから，IX層は東西方向に広く分布する砂州構成層である可能性が高い。

今後，IX層相当の砂層の分布を明確にすることによって，この砂層が砂州I構成層の一部

に位置づけられるのか，もしくは砂州 Iの南側に埋没砂州が存在していて，その構成層で

あるのかの判断が可能になる。さらに，この砂層と，梶子遺跡周辺で確認された砂層

（VII層）との関係についても明確にする必要がある。

6. まとめ

浜松低地の最も内陸の砂州地形（砂州 I）周辺に分布する4つの遺跡において，地形・

地質調査を行った結果，以下のようなことが明らかになった。

1. 遺跡周辺で確認された砂州構成層の下位には埋没海食台が分布することが明らかにな

り，背後の三方原台地の前面に形成された海食台地形を土台にして，砂州地形が形成

されたものと推定される。

2. 後背湿地の堆積物の解析から，微地形として確認されている砂州地形のほかに，砂州 I

と砂州IIとの間に埋没砂州が存在する可能性が明らかになった。
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3. 最も内陸の砂州地形（砂州I）の形成時期は，少なくとも7000年前頃までさかのぼると

考えられる。

4. 砂州 Iの縁辺から砂州 IIとの堤間湿地に分布する堆積物の解析から，砂州 IIが離水して

背後を完全に閉塞した時期は，およそ6000年前と推定される。

今後は，微化石分析などを行うことによって，詳細な堆積環境を明らかにする必要が

ある。また，浜松低地の他地点における地質資料を解析することで，砂州地形やその基

盤の分布がより明瞭になるものと期待される。さらに，遺跡発掘における考古学的な成

果を踏まえて，砂州地形の発達に伴う堆積環境の変化と人間活動との関わりを考察する

ことが可能になる。
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